平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＤ

単元：

BOOK 3，LESSON 2
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）
評価規準：

インタビューして，相手に，あこがれの人物についてたずねることができる。
評価方法：

【スピーキングテスト（インタビュー）】p. 19, USE Speak, 2の活動とパラレルなタスクを行う。

インタビュアー用とインタビュイー用のカードを準備する。それぞれのカードに基づいて，その人物になったつもりで，指示に従ってペアでインタビューテストを行う。その後，別の種類のカードを用いて，インタビュアーとインタビュイーの役割を交代し，タスクを行う。
留意点
　授業でUSE Speak, 2の活動を授業で充分に練習させる。また，テストで役割を交代するときに，同じカードを使い続けるとあとほど有利になってしまうので，カードを数種類準備したり，カードのセットをグループごとに変えるなどの工夫が必要である。
評価基準：A・B・Cの3段階

①②③それぞれABCでつけて，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

①言語的正確さ

A：言語的誤りがほとんどない。
B：いくつか言語的誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである。
C：伝えたい意図が曖昧になるような言語的な誤りがいくつかある。

　②a適切な発話（インタビュアー）

　　A：相手の答えに応じて，効果的な応答や反応をしている

　　B：相手の情報を引き出すことができる

　　C：相手の情報を引き出すことができない

　③b適切な発話（インタビュイー）

　　A：相手の質問に対して，十分な情報量をもって答えている

　　B：相手の質問に答えている

　　C：相手の質問に答えていない
評価課題：
　カードを1枚引き，そこに書かれた人物になったつもりで自己紹介をしなさい。名前，日本語の学習と日本への滞在の期間と好きなスポーツを英語で紹介すること。その後，先生がスポーツをどれくらい続けているのか質問します。カードの人物になったつもりで，カードにしたがって答えなさい。

	カード1
	カード2
	カード3
	カード4
	カード5

	Tom

日本滞在：2年

日本語学習：3年

ｽﾎﾟｰﾂ：サッカー

期間：6年
	Amy
日本滞在：1年

日本語学習：1年

ｽﾎﾟｰﾂ：ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

期間：3年
	Mr White
日本滞在：10年

日本語学習：15年

趣味：テニス

期間：4年
	John
日本滞在：4年

日本語学習：6年

ｽﾎﾟｰﾂ：野球

期間：5年
	Anne
日本滞在：6年

日本語学習：4年

ｽﾎﾟｰﾂ：卓球

期間：10年


解答例：

カード１を引いた生徒

【自己紹介】

生徒：Hello.

I am Tom.

I have been in Japan for 2 years.

I have studied Japanese for 3 years.

My favorite sport is soccer.

【Q&A】

Teacher: How long have you played it?

Student: I have played it for 6 years..


















